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弘 前 大 学 総 務 部 広 報 ・ 国 際 課

学術講演会・研究発表会・公開講座

弘前大学地域未来創生センター・弘前市立中央公民館

弘前大学との地域づくり連携事業「地域未来創生塾＠中央公民館」開催のお知らせ

「人口減少を克服する持続可能な地域づくり」をテーマに全１０回の講座を開催いたします。具

体的には、人口減少にともなう様々な地域課題の対策や地域文化資源の有効利用策などを模索する

ために、地域のみなさまと、弘前大学人文学部の教員及び学生が、ワークショップ形式で学びを深

めます。関心あるテーマのみのご参加も大歓迎です。

１．日 程： ２０１４年９月１０日（水）～２０１５年１月２８日（水）の期間の

第２および第４水曜日（全１０回）

２．時 間： １８：３０～２０：００

３．場 所： 弘前文化センター 第３会議室

（弘前市下白銀町１９－４）

４．対 象： 弘前市および近隣にお住まいの高校生・一般の方

５．参加料： 基本的には無料

６．申込み： 不要・当日の参加が可能です。

７．主 催： 弘前大学地域未来創生センター

共 催： 弘前市教育委員会（中央公民館）

８．その他： 継続してご参加の方には認定証の授与をいたします。

９．年間計画：

日程 タイトル 講師・内容

講師：人文学部教授 李永俊第１回 2014年9月10日(水) 未来新聞を作ろう
（専門 労働経済学)

2040年の弘前の未来を考えます。

※ 第 1回 の み 科 学 実 験 室 で 行 い ま

す。

人口減少時代の地方経 講師：人文学部准教授 小谷田文彦第２回 2014年9月24日(水)
済 （専門 ミクロ経済学）

少子高齢化、人口減少によって、地

方経済はこれまで以上に多くの課題

を抱えることになりました。我々が

直面する問題、展望等について皆さ



んと考えてみたいと思っています。

講師：人文学部准教授 平野潔第３回 2014年10月8日(水) 地域の防犯を考える
（専門 刑法)

・同学部講師 河合正雄

（専門 憲法）

地域でよく起きている犯罪につい

て、その防犯対策を考えます。

財生(ざいせい)～弘前 講師：人文学部財政ゼミナール第４回 2014年10月22日(水)
版ゆりかごから墓場ま ３年生

で 話題提供：

人文学部准教授 金目哲郎

（専門 財政学）

人々が“財政”との関わりの中で“

人生”を歩むことを「財生」と名付

けました。弘前市では社会福祉がど

れだけ保障されているかについて、

人生をいくつかの時期に分けて見て

いき、それらの特徴や課題を考えま

す。

講師：人文学部教授 宮坂朋第５回 2014年11月12日(水) 都市の形

（専門 西洋考古学）―弘前と古代ローマ
①弘前を歩く

②古代地中海の都市を歩く

③権威とプライドの古代都市ローマ

講師：人文学部准教授 平井太郎第６回 2014年11月26日(水) 地域の未来を共有す

（専門 社会学）るための道具箱

地域の未来を住民市民・行政・大学

などが一体となって描き直し分かち

合うためのさまざまな手法――「地

元学」や「集落点検」、「地域づく

り曲線」などを学び、みなさんそれ

ぞれの地域に持ち帰っていただきま

す。

東北方言の助詞「さ」 講師：人文学部講師 川瀬卓第７回 2014年12月10日(水)
の謎―方言に見ること （専門 日本語学）

ばの変化― 共通語で「東京に行く」というとこ

ろを、青森県を始めとする東北地域

では「東京さ行ぐ」のように言いま

す。助詞「さ」の成立に注目して、

ことばの変化について考えます。

くずし字で遊ぼう！く 講師：人文学部教授 渡辺麻里子第８回 2014年12月24日(水)
ずし字で郷土の文学を （専門 日本古典文学）

楽しもう！ ・日本古典文学ゼミナール

ゼミ生

ん！？「ひらがな」なのに読めな

い！？ 筆で書かれた不可思議な

「くずし字」に触れ、古典文学の世

界を一緒に楽しみましょう。郷土に

かかわる古典文学もご紹介します。

講師：人文学部講師 日比野愛子第９回 2015年1月14日(水) 地域をゲームで考え

（専門 社会心理学）ほかる

社会行動コース教員

対話型のゲームを通じて、地域の生



活習慣病対策について考えます。

講師：国際教育センター准教授第10回 2015年1月28日(水) 「地域文化を音楽や

諏訪淳一郎芸能から考える」

（専門 文化人類学）

音楽や芸能からみると、地域同士は

連続し、互いに影響し合っていま

す。そこで世界、ユーラシア、東ア

ジア、日本、東北、津軽という同心

円を設定し、世界各地の資料を訪ね

つつ地域文化の特性について考えて

いきます。

弘前大学地域未来創生センター問い合わせ先：

TEL：０１７２－３９－３１９８

（平日９：００～１５：００）

irrc@cc.hirosaki-u.ac.jpE-mail：

http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/irrc/URL：

平成２６年度男女共同参画シンポジウム

「家族を看護・介護するとき」開催のお知らせ

弘前大学男女共同参画推進室は、下記の要領で平成２６年度男女共同参画シンポジウム「家族を

看護・介護するとき」を開催いたします。

このシンポジウムでは、家族の看護・介護に携わる３人の講師にそれぞれの立場から解説や話題

提供をしていただきながら、家族の看護・介護に関する困難や課題について考えていきます。

事前の申込は不要です。多くの方々の参加をお待ちしています。

１．日 時： ２０１４年９月１０日（水）１３：００～１６：００

２．場 所： 弘前大学創立６０周年記念会館コラボ弘大８階

八甲田ホール

３．対 象： 本学及び学園都市ひろさき高等教育機関コンソーシアム

構成機関の教職員・学生、並びに一般市民

※事前申込は不要です。

４．コーディネーター： 木立 るり子 氏

（弘前大学大学院保健学研究科教授）

５．話題提供者： 沼倉 昌洋 氏

（あんさん訪問看護ステーション代表取締役所長）

袴田 光樹 氏

（弘前大学医学部附属病院地域連携室）

小山 ひろ子 氏

（弘前市第三地域包括支援センター主任介護支援専門員）

６．定 員： ８０名（申込不要）

７．参加費： 無 料

８．主 催： 弘前大学男女共同参画推進室

共 催： 学園都市ひろさき高等教育機関コンソーシアム



弘前大学男女共同参画推進室問い合わせ先：

TEL：０１７２－３９－３８８８

E-mail：equality@cc.hirosaki-u.ac.jp

URL：http://www.equ.hirosaki-u.ac.jp/equality/

「第１６回 青森継続看護研究会」

「第３回 放射線リスクコミュニケーション教育部門 講演会」合同開催のお知らせ

弘前大学大学院保健学研究科 地域保健医療教育研究センター 多職種連携推進部門と、同研究科

高度実践被ばく医療検討委員会 放射線リスクコミュニケーション教育部門では、「災害と継続ケ

ア」をメインテーマとした講演及びシンポジウムを下記のとおり合同開催いたします。どなたでも

参加できます。多数のご参加をお待ちしております。

１．日 時： ２０１４年９月１４日（日）１３：００～１６：３０

２．会 場： 弘前大学医学部コミュニケーションセンター

（弘前市本町４０−１）

３．対 象： 本学学生、教職員、一般の方

※事前申込は不要です。

４．参加費： 無 料

５．プログラム：

○教育講演「災害のリスク・コミュニケーション」

講 師： 矢守 克也 氏

（京都大学防災研究所 巨大災害研究センター 教授）

座 長： 木立 るり子 氏

（弘前大学大学院保健学研究科 教授）

○シンポジウム「災害発生～今へと続く被災者への支援経験からの提言」

コーディネーター：矢嶋 和江 氏

（弘前医療福祉大学 教授）

シンポジスト：

「岩手県大槌町での保健師支援活動からの提言」

鈴木 るり子 氏（岩手看護短期大学 教授）

「原発事故後の被ばく者支援活動と被災地住民への健康相談からの提言」

吉田 浩二 氏（福島県立医科大学 災害医療総合学習センター 助手）

「東日本大震災を経験した訪問看護ステーション

－災害時の活動と心境・これからの活動−」

根本 寿子 氏（社団医療法人養生会 かしま訪問看護ステーション 所長）

「学生ボランティアとして支援を行った経験からの提言」

日野口 早希 氏 (三沢市役所 主事）

６．共 催： 弘前大学大学院保健学研究科

地域保健医療教育研究センター 多職種連携医療推進部門



高度実践被ばく医療検討委員会 放射線リスクコミュニケーション教育部門

※この事業は、社団法人青森医学振興会の助成を受けて開催します。

弘前大学大学院保健学研究科総務グループ 桑田問い合わせ先：

TEL：０１７２－３９－５５１８

E-mail：kuwata@cc.hirosaki-u.ac.jp

第８回 弘大病院がん診療市民公開講座開催のお知らせ

１．日 時： ２０１４年１０月１２日（日）１３：００～１５：４０

２．場 所： 弘前市民会館 大会議室

（弘前市大字下白銀町１番地６）

３．対 象： 一般市民

※事前申込は不要です。

４．内 容： 弘前大学大学院医学研究科の専門家により、がんの予防

と検診について、市民の皆様にわかりやすく講演いたし

ます。講演後に質疑応答の時間を設けております。

５．プログラム：

○演題１「がん検診 －正しい考え方と選び方－」

講 師： 弘前大学大学院医学研究科地域がん疫学講座講師 松坂 方士

○演題２「がんにならないためには（一次予防）」

講 師： 弘前大学大学院医学研究科社会医学講座教授 中路 重之

○質疑応答（３０分程度）

６．入場料： 無 料

７．主 催： 弘前大学医学部附属病院 腫瘍センター

共 催： 次世代がん治療推進専門家養成プラン

弘前大学医学部附属病院腫瘍センター がん診療相談支援室問い合わせ先：

TEL：０１７２－３９－５１７４

第４回弘前大学COI特別講演会開催のお知らせ（再掲）

平成２５年１１月に採択された革新的イノベーション創出プログラム（COISTREAM）「脳科学研

究とビッグデータ解析の融合による画期的な疾患予兆発見の仕組み構築と予防法の開発」の拠点研

究を推進するにあたり、更なる知見を深めること等を目的として、下記のとおり第４回弘前大学CO

I特別講演会を開催します。

本講演会では、東京大学 COI研究推進機構 機構長の池浦富久氏と副機構長の野尻知里氏をお招

きして御講演いただきます。

事前申込は不要です。皆様のご参加をお待ちしております。



１．日 時： ２０１４年９月２４日（水）１３：３０～１５：００

（受付は１３：００から開始します）

２．場 所： 弘前大学大学院医学研究科 基礎大講堂

（弘前市在府町５）

３．対 象： 一般の方、弘前大学教職員、学生等

※事前申込は不要です。

４．講 師： 東京大学COI拠点 機構長

（三菱化学テクノリサーチ 特別顧問）池浦 富久 氏

東京大学COI拠点 副機構長

（テルモ株式会社 理事） 野尻 知里 氏

５．演 題： 東京大学のCOI戦略

～若者と共存共栄する持続可能な健康長寿社会の実現～（仮）

弘前大学ＣＯＩ研究推進機構 戦略支援室問い合わせ先：

担当教員：村下・工藤（URA）・菅原（URA）

担当事務：佐藤・高橋・石川

TEL：０１７２－３９－５５３８

E-mail：coi_info@cc.hirosaki-u.ac.jp

URL：http://coi.hirosaki-u.ac.jp

学 内 掲 示 板

国立大学協会情報誌「国立大学」について

本学が会員となっている「一般社団法人 国立大学協会」では、各国立大学の現状や優れた取り

組みなどを分かりやすくまとめた国立大学協会情報誌「国立大学」を作成しています。

下記ＵＲＬより最新号を含め、今まで発行されたバックナンバーをご覧いただけます。

http://www.janu.jp/report/infomation.html

第３１号・第２８号・第２５号・第２３号・第２２号・第１８号において、本学記事が

掲載されていますので、ご覧ください。

編集担当から） 講演会、研究発表会、部局行事等の掲載原稿を発行予定日（毎月１日と１

６日の２回）の７日程度前までに、下記のところまでご提供ください。お待ちしております。

◎担当：総務部広報・国際課広報･国際グループ

E-mail: jm3012@cc.hirosaki-u.ac.jp FAX:39-3498、内線：3029


